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1．研究の背景と目的 

超高齢化が進む中山間地域においては，人的制約と

財政制約が相まって，公共施設，医療・福祉施設，商業

施設，公共交通などの生活インフラを十分に提供する

ことができなくなる危険性が高まっている． 
これまでに，高齢者の生活環境，活動環境に着目した

研究は数多くみられ，高齢者の活動環境に着目した杉

山ら１）の研究では，個人の生活活動と活動量を統計的

に処理することで，各生活タイプからみた活動環境の

特徴の相違や，年齢や生活機能などの個人属性が活動

環境に及ぼす影響を考察している．出口ら２）は買い物

支援が急務される過疎地の高齢者を対象に，買い物行

動を中心とした日常生活の外出行動の実態を，アンケ

ート調査より生活環境の実態把握や移動距離による移

動手段の違いについて分析している． 

本研究では，高齢者の生活環境，活動環境に着目し，

生活行動調査から生活実態を把握し，移動ニーズを分

析することで，持続可能な公共交通網形成を考察する．

具体的には，海田町東地区（東 1 丁目，東 2 丁目）を事

例とした高齢者を対象とした生活行動調査から，行動

特性・移動特性を分析し，生活インフラの持続可能性へ

及ぼす影響を公共交通計画の観点から検討することを

目的とする． 

 

 
図 1 海田町の位置 

 

2．調査対象地と調査方法 

本研究は，海田町東地区を対象とした高齢者の生活

行動調査を行い，生活行動の実態を図る．65 歳以上の

高齢者に第 1 回目は 8 月 6 日～8 月 20 日，第 2 回は

10 月 11 日～10 月 24 日で 30 名ずつ募り，腕時計型の

GPS 端末を装着して生活していただき，起床から就寝

までの 1 日の位置情報を 2 週間記録する．並行して

GPS 端末情報だけでは不足している情報を調査協力者

に生活行動記録に記録してもらい，後日回収したデー

タや記録から日常生活における活動内容や活動時間，

交通手段，移動目的等を集計，数値化し，生活タイプ

別に整理し分析する．また，調査協力者に対して事前

説明を実施し，その場で事前調査を行い，老研式活動

能力指標，老年期うつ病評価尺度簡易版を用いて，協

力者の健康状態や生活機能を評価するほか，移動手段

や生活内容の聞き取りを行う． 
 

 
 図 2 調査対象地と調査協力者居住地の分布 

 
3． 行動特性の分析・考察 

記録の不備があった者を除く，55 名(重複を含む)のデ

ータを対象とする．平均年齢は，男性 74.64 歳，女性

74.93 歳であった．生活機能の評価の平均は男性 10.93
点，女性 11.27 点，抑うつ度の平均は男性 3.53 点，女性

4.60 点であり，対象者の健康状態に問題はないと判断

した． 
 対象者の行動を，既往研究等の分類方法を参考に，

活動場所を 4 種類(自宅・地区内・町内・町外）に，生

活行動を 10 種類に分類した．1 日平均行動時間(図 2)
をみると，静養が 335 分(41.7％）と最も多く，次いで

食事 110 分(13.8％)，外出 88 分(11.0％)，用事 71 分

(8.8％)，農作業 68 分(8.4％)，家事 44 分（5.4％），社

会参加活動 46 分(5.7％)であり，運動，趣味の割合はそ

れぞれ 2.5％程であった． 

凡例 

― バス路線  

● バス停  

★ 調査協力者住宅 

山陽自動車道 

中国自動車道 
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図 3 平均生活行動時間(全体集計） 

 
場所別滞在時間(図 4)は，自宅 560 分(69.8％)，地区

内 100 分(12.4％)，町内 79 分(9.9％)，町外 63 分

（7.9％）であった．1 日を自宅で過ごす者が多く，町

外への移動は少ない傾向にあることが分かる． 
 

 
図 4 場所別平均滞在時間（全体集計） 

 
対象者の行動特性から，生活タイプを表 1 の定義に

従って分類する．結果，静養型 22 人(40.0%)，家事型 11
人(20.0%)，農作業型 10 人(18.2%)，社会参加活動型 9 人

(16.4%)，外出型 3 人(5.5%)の 5 種類に分類することが

できた．生活タイプ別の平均生活行動時間を図 5 に，場

所別平均滞在時間を図 6 に示す． 
 

表 1 生活タイプ分類の定義 
生活タイプ 定 義 
静養型 静養時間が平均値の 10％を超える方 

それ以外 
の型 

静養を除き，最も活動時間の長い行動をその人の

型に分類(ただし，当該活動時間が平均値の 10％
を超える場合のみ対象) 

 

静養型は静養割合が最も多く，364 分(49．1%)を占め

る．また，外出割合は低く(9.7%)，活動量の低さが目立

つ．家事型は，1 日の行動の大半が家事と静養であり，

自宅滞在時間割合が 83.6％と最も高い．農作業型は行

動が農作業と静養に限られる傾向にあり，自宅及び地

区内の滞在時間割合が高くなっている．社会参加活動

型は，外出割合が外出型に次いで 2 番目に高いことに

加え，滞在場所に自宅以外の滞在場所に偏りがみられ

なかった．外出型の行動は外出以外を静養に充てる傾

向があり，静養割合が静養型の次に高い 43.0%であった． 

 

 
図 5 生活タイプ別平均生活行動時間 

 

 
図 6 生活タイプ別場所別平均滞在時間 

 
これまでに同様の方法で行われてきた行動調査にお

いて，地形や生活拠点から地域拠点の距離などが一致

する安芸太田町井仁地区を対象に比較分析を行った．

平均生活行動時間は，共に静養割合が最も高く，外出

割合も似通った数値を示している．移動手段の確保が

困難であること，付近に施設が少ないという共通点が

生活行動に影響を与えていることが考えられる．農作

業・社会参加割合において双方に差が生じているの

は，井仁地区には農地が多く残るが，東地区はこの数

年は農地転用されたことが影響している． 
 

図 7 既往研究比較(平均生活行動時間) 

 

 
図 8 既往研究比較(場所別平均滞在時間) 
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場所別滞在時間の比較では，共に自宅滞在時間が最

も長くなっており全体の半数以上を占める．自宅及び

地区内の滞在時間が 8 割を超え，外出は最低限町内で

済ましており，地形などの条件により日常の活動範囲

に共通点が認められる．地域条件が同様の地区で，年齢

と移動距離の相関を見ると，年齢が高くなるほど移動

距離が短くなることも確認できた． 

 
図 9 年齢と移動距離の相関 

 
 
4． 移動特性の分析・考察 
図 10 は調査対象者全員の移動軌跡を GIS ｿﾌﾄ上で移

動ニーズごとに太さで分類したものである．どちらの

調査も主な移動先は商業施設，公共施設，医療施設など

の主要な施設が集中している県道 197 号線沿いや東広

島バイパス沿いの海田町内であった．そのほかにも国

道 2 号線，広島県道 164 号広島海田線を経由して広島

市への移動，国道 31 号線を経由して矢野町と坂町への

移動，国道 2 号線，東広島バイパスを経由して東広島市

の移動，東広島県道 34 号矢野安浦線を経由して熊野町

への移動が見られた．1 回目の調査と 2 回目の調査を比

較した時，2 回目の調査の方が海田町内の移動が増えて

いる反面，広島市以外の海田町外への移動が減ってお

り，1 回目の調査では移動軌跡があった呉市への移動は

見られなかった． 
東地区の住民を支える交通手段は自家用車が半数を

超えおり，海田町全体と比べると自家用車に頼った生

活をしている．通院や買い物をする際には 60 歳以上

の高齢者徒歩圏である 500m よりも離れた場所へ移動

する必要があり，ふれあいバスが廃線になってしまえ

ば自動車免許を返納した際に日常生活に大きな支障が

出ると予想される．移動軌跡から，海田町内への主な

移動先は主要な施設が集中している県道 197 号線沿い

や東広島バイパス沿いに集中していた． 
移動ニーズは，季節行事の影響を受けることも確認

できた．1 回目の調査では．子や孫宅への訪問やお墓

参り等により，海田町外への移動が多く見られた．２

回目は，季節のイベントやお祭り等の行事が多くある

ため，海田町内での移動が多かった． 
 

 
図 10 全調査期間の移動軌跡 
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凡 例 

■ 移動ニーズ(1 回目) 

■ 移動ニーズ(2 回目) 

通過回数 

      51 回以上移動 

41～50 回移動 

   31～40 回移動 

   21～30 回移動 

   11～20 回移動 

   6～10 回移動 

   1～5 回移動 
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5. 結論・・・コミニュティバスの評価と改善 

東地区住民の移動の特性として，自宅にいる時間が

長いものの，日常的にスーパーなどに外出する．特記す

べきこととして，年間行事に合わせての移動ニーズがあ

ること．すべての移動は自家用車に依存しており，バス

の利用は認められない． 
バスの利用促進には，交通利便性の向上が急務であ

る．バス利用者が皆無なのは，バスの巡回する本数が少

なく，主要施設や芸陽バスの乗り換え地点にバス停が十

分整備されていないことに起因する．そこで，①休日も

運行し，②路線やバス停を増やす，ことにより利便性を

上げることができると考える．また，③バスの運行ルート

の改善が必要であり，図 11 に示している． 

 
図 11 ふれあいバスルートの改善案 
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